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 要  旨 
 
現在デジタル放送の普及に伴い TV 番組が増加し視聴者が自分にあった番組を探すことが困難
になると考えられる。そこで TV 同士をネットワークで結び視聴者の各番組に対する意見を収集
し提供することにより、視聴者に対し TV 番組に関するよい情報を与えることが出来ると考えら
れる。同研究室の小井戸らは、“インフォーマル視聴情報の P2P 共有を利用した新たな番組推薦
手法の研究”において、TV同士を P2Pで結んだネットワークを用いインフォーマル情報を収集
し、視聴者に提供する方法を提案した。小井土らの想定したインフォーマル情報とは、視聴率と
番組に対する視聴者の意見である。本研究ではこの小井土らの研究を先行研究とする。 
しかし、小井土らの提案した視聴率の集計アルゴリズムには情報通信量が多い問題があった。
また、小井土らはシステムが、Good.ボタン・No-Goodボタン・喜ボタン・怒ボタン・哀ボタン・
楽ボタンをあらかじめ TV 画面上に用意しておきそのボタンを視聴者にリモコンを使って押して
もらうことにより、番組に対する視聴者の意見を集計し提供しようと提案した。このように番組
に関する意見の書かれたボタンを意見ボタンと言う。しかし、この方法ではシステムがあらかじ
め用意した意見ボタン以外の視聴者の意見は得られない問題がある。 
そこでまず本研究では、TVを P2Pで結んだネットワークにおいて通信量を削減し収集するアル
ゴリズムを提案し、考察・評価をおこなった。つぎに、視聴者に自由に意見ボタンを考え作成し
てもらい、視聴者が作成した意見ボタンの中で多くの視聴者が利用してくれる意見ボタンを、す
べての視聴者が利用できるようにする方法を提案した。そしてシミュレーション実験を行い、考
察・評価を行った。その結果先行研究に比べ情報通信量を６割程度におさえ、先行研究と同程度
の精度を保ちながら視聴率を収集できるアルゴリズムと先行研究に比べ１６％程度の通信量で視
聴率の計算を行え、各視聴者が正確な視聴率を得られることを確率的に保障するアルゴリズムを
提案した。また、TVを P2Pで結んだネットワーク上で視聴者が自由に作成した意見ボタンで多
くの視聴者が利用してくれるボタンを、９５％の割合で他の視聴者も使用出来ることを確認した。
そして実際にネットワーク上で作成された意見ボタンを情報集計に利用することができることを
確認した。 
 
